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1．人も設備も“超高経年”時代

（1）“超高経年”時代の設備管理
ੴ༉ਫ਼，ੴ༉化学なͲの業ϓϥントのと
いえ，「設備とਓの高経年化」といえる。
もͪΖΜ，ݹいからѱいという୯७な理۶ではない
し，ਓの方もすでにϕテϥンたͪはଔ業されている。

意ຯするとこΖは，2��� 年初಄からࢹされて
いた「設備とਓの高経年化」によるӨڹを，ະͩにղ
ܾできていないということなのである。
公ӹ社団๏ਓ日本ϓϥントメンテナンス協会では，
1��2 年よΓ「メンテナンス実ଶௐࠪ」を会員企業の
事業所対象に行っているが，2�1� 年度の݁Ռからز
つかをまͣհしようと思う。

ए　௬　　　ໜ

日本の業は設備とਓࡐの高経年化࣌をΉかえ，҆定ૢ業の実現にۃめて困難なঢ়گに直面してい
る。現場のՍ基ૅや配管पΓ部なͲのྼ化ঢ়گやյれてしまってから治すʠ事ޙ保શʡ機器の修理件
数૿加なͲに，ͦうしたঢ়گがݦ在化している。従来のʠカン・コπ・度ڳʡをϕースとしたଐਓ的な保
શを見直し，「論理的な保શ」を行できる体੍と共に，ྼ化ஹީを見ಀさない「ة機意識を࣋った෩
ͮくΓ」がۓ٤に必要とされる࣌となっている。本ߘでは，こうした設備管理の実ଶをௐࠪデータから
明らかにしながら，局所࠷దではないશ体࠷దの総合的な保શマωジメント（MOSMS）について֓要を
հする。
キーワードɿ設備管理の՝，保શ経営，保શマωジメントシステϜ，論理的な保શ，保શナレッジ

論理的な保全だけが
プラントを維持管理できる！

ਤᴷ �　設උཧͷ՝ʢϝϯςφϯε࣮ଶௐࠪʣ
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事業所の「設備管理業務」શ体において重要な՝
ௐࠪを，աڈ数年にわたって行った݁Ռと合わͤて図
─ 1にࣔす。数は，数に対する֘当である。「ਓ
育成・確保」の՝ࡐ 1位は不動であるが，֘当も
্がΓଓけている。また，՝ 2 位，3 位が 2�1� 年
にٯసし，「高経年設備対Ԡ」が্ঢしଓけておΓ，
に 6ׂをす֘当にࢸった。これにうように，
「保શマωジメント」が্ঢしている。
՝第 1位であったਓࡐ育成ঢ়گのશ体を֓؍した

とき，現在の育成ঢ়گに不҆やあきらめײをײじる場
合の理༝として，経験知不よΓも，「ੳ力，論理
的思考力の不」が理༝としてあ͛られておΓ（図─
2），これはຖ年の向である。これがԿを意ຯする
であΖうかʁ
ଓけて，高経年設備の経年ׂ合（構成ൺ）を見てΈ
る（図─ 3）。すての機器ྨで，「2� 年ະຬ」のׂ
合がݮ小し，また，「3� 年」のׂ合が૿加しておΓ，
高経年化がますます進Μでいることがわかる。

ਤᴷ �　ਓࡐҭͷݒ೦ཧ༝ʢϝϯςφϯε࣮ଶௐࠪʣ

ਤᴷ ঢ়ʢϝϯςφϯε࣮ଶௐࠪʣݱ設උͷܦߴ　�
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高経年設備をいながら҆શ・҆定生産をҡ࣋する
ために，設備管理ʗ保શの要ٻがۃめてେきくなっ
ているといえる。
2��7・2�12 年をܖ機に，Ͳの企業もਓࡐ育成
に対してੵۃ的にऔΓΜできているし，ٺ化設備
対ࡦとしてߋ৽ࢿもここ数年は૿加している。とこ
Ζが，্هデータに見られるようにʠঢ়گのվળʡに
はࢸっていないのである。
ͦれでは，設備管理がうまくいかないと，Ͳのよう
なϦスクを生じるのͩΖうかʁ
事業所の主たる生産ϓロセス・生産ϥインで，Կら
かの「がある」と思われるϦスクଆ面と，ͦの要
Ҽとして設備管理要Ҽがڧい場合をνェックしても
らったௐࠪ݁Ռをհする。
ศٓ的に，「がある」と回された֘当（֘
当すると回された件数ʗ数）と，「設備管理要Ҽ
がڧい」と回された֘当のൺを，ʠ設備管理要Ҽ
ൺʡとして見ると，下هのようにいえる。
ʪ設備管理要Ҽがඇৗにେきいʫɿ7�ˋ以্
・質ɿ85�6ˋ
・ࡂ・産業ࡂɿ8��5ˋ
ˋΤωルΪーɿ75�8・ڥ・
ʪ設備管理要Ҽがൺֱ的େきいʫɿ5�ˋ以্
・生産ೲظɿ5��7ˋ
・生産量ɿ57��ˋ
・࿑ಇ҆શɿ53��ˋ
ʪ設備管理要Ҽは要ૉの一つʫɿ5�ˋ以下
・生産コストɿ����ˋ

（2）「論理的な保全」にならない理由
当会が 2��� 年から実施してきたʰ保શ経営力の
அ のɦ݁Ռから見えてきたʠ日本の共௨՝ʡがある。
一ݴでいうと，日本の保શは管理αイクル P%C"の
中でࢦఠすると，「P（計画）˱ %（実施）」の܁ฦしで，
「C・"（ੳධՁ・ө）」がないのͩ。ʠないʡとい
うとޠฐがあるが，ਖ਼確にはϕテϥンのアタマの中に
あって，֎には出てこないということである。

トータルで考える಄は，「C・"」から生まれるの
である。ਖ਼確な現ঢ়Ѳから，దな方๏が選でき
る。ͦのదな方๏が計画である。したがって，શ体
のద性からΈれ重要なॱ൪は「Cˠ"ˠ Pˠ %」
となΓ，保શの作業（%）はޙ࠷なのͩ。保શの事
を作業というイメージͩけの「（保શ作業の）スέ
ジϡールド・メンテナンス」から，ਖ਼しい計画主ಋの
「ϓϥンド・メンテナンス」に修ਖ਼していく必要がある。
さて，ではなͥこういうঢ়گかといえ，ϕテϥン
がしてきたマχϡアルが機していなかったからと
いえͦうである。ϕテϥンは，自がʠやっているこ
とʡをͦのままՕॻき的にして，マχϡアルとし
てきたのではないかʁ　ͦこに，「なͥͦうしている
のか」「ͦれをしなかったらͲうなるか」がされて
いない。ͦれでは考えるखがかΓはないわけͩから，
された者たͪは「ੳ力，論理的思考のようにه্
力不」になるし，業務にバϥπキがあって事の基
本力が下するわけである。

2．「論理的な保全」の必要性

（1）配管検査データのモデリング例
「論理的な保શ」とはԿかを考えるために，配管の
֎面৯対ࡦをྫにとってड़てΈたい。

දᴷ �　設උཧཁҼൺʢϝϯςφϯε࣮ଶௐࠪʣ

Өڹଆ面 ֘当 ֘当レϕル
質 85�6�

ඇৗにେきいࡂ・産業ࡂ 8��5�
ΤωルΪー・ڥ 75�8�
生産ೲظ 5��7

ൺֱ的େきい生産量 57��
࿑ಇ҆શ 53���
生産コスト ���� 要ૉの一つ

ਤᴷ �　ཧαΠΫϧͷʠஅʡ
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コンϏナート等の高経年設備՝の中で，ڥ要Ҽ
によってもたらされる設備の֎面৯は，ྼ化要Ҽが
技術的には明確であΓながら，配管等の数があまΓに
多いということから，管理方๏がۃめて難しいで
ある。ͦこで，当会では「技術的にも経ࡁ的にも࠷ద
な対ࡦ」であるために，保શに立٭点をஔいた֎面
৯対ࡦのガイドϥインͮくΓを目ࢦし，2�1� 年にʰ֎
面৯対ࡦガイドʱを発行した。
このガイドの中で，研究会参加各社が配管のC6*（保
Թࡐ下৯）検ࠪのʠ生データʡを 15�� ूめて，
ੳ・ϞデϦンάしたྫが図─ 5である。ۃղੳ
という౷計ख๏を用い，࠷େのೋ重ࢦ数（ۃ）

としてϓロットした݁Ռで，ৄ ，は当ガイドにৡるがࡉ
ここでは以下の 2点に注目したい。
ᶃ配管の C6* 検ࠪデータ৯度の࠷େは ��55�
NNʗ年，৯度 ��2 NNʗ年は，ྦྷੵ確の
�7ˋに֘当する
ᶄूデータの内，��2 NNʗ年をえるものは ��
点であった。これらは，実ࡍに C6* が発生しやす
い部位の情報としてఏڙできる
つまΓ，「検ࠪ݁Ռ」と「運స等の用件」を
Έ合わͤて౷計的にղੳし，コストのେにかかる
C6* 検ࠪが必要なՕ所をߜΓࠐΉことが可になる
ということである。これは，保શナレッジをもとに
ʠϏッάデータʡをղੳし「保શઓུ」として༗ޮに
活用できるϞデルとしたものである。

（2）総合的に「論理的」とは何か？
さて，配管を中心にىきている֎面৯の中で
も，ඃ෴下のC6* 対ࡦが࠷もアタマの௧いとあっ
て，各学協会でͦの対ࡦが討議・検討されてきた。し
かし，論議の中心はඃ෴をണがさͣにͲうやって検ࠪ
するか等のʠݸ々のઐ的な検ࠪ技術ʡにू中するこ
とがほとΜͲであったという。
これに対して当会での議論は，設備Ϣーザーͩけが
ू݁して現ঢ়と本ԻをͿつけ合うことから，検ࠪ方๏
の論議でऴわることはなかった。
配管管理においても，当વ，設備ٺ化のഎܠがଘਤᴷ �　৯ͷղੳσʔλ

ਤᴷ �　֎໘$6* ରࡦͷཧαΠΫϧ
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在する。७ਮな技術্の論議ͩけでなく，経ࡁ性や
৫として「対Ԡするਓもؚめた実ࡍのղܾ」には，
よΓ経営的なࢹ点をもってྟまなけれならない。す
なわͪ「保શマωジメント」の必要性がここにあΓ，
設備管理՝として認識されていることなのである。
ͦこで，h ֎面৯対ࡦガイドʱではこうした議論
の݁Ռ，「ޮՌ的な検ࠪ」と「検ࠪのあと，Ͳうするかʁ」
にフΥーカスした管理αイクルをࣔした（図─ 6）。
「なͥ，ͦれをするのかʁ　ͦれは，Ͳういうこと
につながるのかʁ　શ体はͲうなっていくのかʁ」
総合的に「論理的」なアϓローνができるためには，

「保શマωジメント」がなくてはならないのである。

3.「保全経営」の誕生

ۙ年，ϓϥントの事ނ・Րࡂの૿加がとなって
いるが，高ѹガス保҆協会等のデータによると，ͦの
きていることىҼの多くが，配管等のྼ化によってݪ
が明らかである。
ര発ՐࡂのようにϦスクがݦ在化する現象は，必ͣ
。きてくるىવʡ重なってۮつかのෳ合的な要Ҽがʠز
一つの要Ҽͩけで，ϋザードが֦େすることはඇৗに
ݦ」である。ͦのため，ϋインϦッώの๏ଇとしてك
在化したϋザードの下には，ͣっとେきなϦスクがજ
Μでいる」とされる。すなわͪ，ىこったࡂのഎܠ
には，「زつかのෳ合的な要Ҽがʠۮવʡ重なる」ง
ғؾが色ೱいということͩ。直接的な運సミスのݪҼ
ͩけでなく，എܠにあってෳ合的な要Ҽとなるものに
高経年設備ͦのものや，ͦれによってʠ定֎ʡのނ
োが૿加して保શがあた;たしているʠงғؾʡを՝
としてとらえなけれいけない。
一方，産業ͩࡂけでなく，トンωル่མもવΓ，
మಓ関の管理不શもવΓと，社会インフϥ関でも
「保શの」といえる事象がݦ在化している。
当会では，産業Ϧスク対Ԡの意識がڧいஔ産業を
中心に「MOSMS（ઓུ的保શマωジメントシステϜ）
の構ங研究」をଓけておΓ，まͣΈ（マωジメン
ト）の標準Ϟデルをࣔし，コンセϓトの普及につとめ
てきた。また「高経年࣌の保શ技術研究」として，
設備管理の対象数が多い設備のテーマ͝とに，ղܾの
標準ϞデルをఏҊしようとしている。ͦれらの研究に
一؏したϙϦシーは，「保શ経営」という֓೦にࣔさ
れる。
産業քでਁಁしてきた「保શ経営」のコンセϓトは，
社会インフϥに対してもద用できることがわかってき
ている。

（1）「保全経営」とは何か
すてが出来্がったஈ֊で保શが発生するのでは
なく，たとえ設計がなされたと同࣌に，すでに保શ
が発生している。Կかが生まれたと同࣌に，Կかがな
されたと同࣌に保શという「機」は発生する。ਓ体
での動きଓける心ଁやઈえ間ないࡉ๔ߋ৽やපەݪ対
ԠなͲとൺ定できる，ͦのଘ在をͦのଘ在たらしめる
機である。
たとえ「保શの༏等生」であっても，経営のマωジ
メントϙϦシーの中に「保શ」の意識がない場合，や
はΓ୲当部は保શ部ͩけで，ྡのΤンジχアϦン
ά部は関ないというঢ়ଶになってしまう。ͦうし
た企業は，あるときにਓࡂ事ނをଓけてىこしたΓし
てしまう。「保શ」は一部ॺが限定的にʠ୲当ʡする
ものではないのͩ。
ͦこで，「保શ経営」とはԿかということになる。「保
શ」が，ͦの企業શ体؍の中でももっとも࠷దに成立
するように，マωジメントすること。具体的には，ਓ・
Ϟϊ・カω・機会（࣌間）・情報といったݯࢿを配
することである。ͩからʠ経営ʡなのͩ。
ここでは，「保શ」および「保શ経営」の定ٛをܝ
͛ておく。
「保શ」ɿ企業のӬଓ的な経営を可にし，経営者，従
業員，ג，٬ސ主なͲの利関者（ステークϗルダー）
の利ӹを࠷େにするために，ϓϥントおよび設備のશ
ϥイフαイクル，すなわͪᶃ設計，作，ᶄௐୡ，ᶅ
施工，ࢼ運స，ᶆ運స，ᶇ検ࠪ，整備（ิ修をؚΉ），
ᶈഇغの各ஈ֊でظされる機を保ͪ，ͦれによっ
てαイト内・֎のロス・Ϧスクݮにد༩するׂお
よび৫的機
「保શ経営」ɿ༗限であるݯࢿを，経営主体およびス
テークϗルダーにとってશ体࠷దであるようにݯࢿ配
し，設備，機器ஔ，施設，システϜ等がશϥイフ
αイクルஈ֊でظされる機を保つようにマωジメ
ントすることである。ͦの目的は，経ࡁ的，社会的，
自વڥ的等のさま͟まなม化にਝに対Ԡし，経ࡁ
主体のӬଓ的な経営を可にすることである。また，
これを実現する「計画主ಋの保શのΈ」（システϜ）
をMOSMSという。
一般に「計画保શ」（システϜ）とݺれるΈは，
MOSMSのද的なΈといえる。ͦ こで本ߘでは，
「計画保શ」を「保શ経営」を実現するΈ（シス
テϜ）の意ຯで用いることとする。

（2）「計画保全」の全体像
「計画保શ」のϞデルとしてදしたものが，h「保શ
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経営」のための　MOSMS 実ફガイド （ɦ日本ϓϥン
トメンテナンス協会，2��8）でࣔしたશ体૾である（図
─ 7）。
・「計画保શ」ɿ「保શ経営」を実現するΈ
・保શઓུɿ経営と「計画保શ」のαイクルを連動す
る。「保શਫ準ධՁ」の݁Ռからݯࢿ配を行うα
イクルで，ة機管理αイクルとの連動もここでਤら
れる
・保શ計画ɿ「計画保શ」の一部で，ద用する保શを
技術的に設定するαイクル。保શ情報システϜやϦ
スクアϓローν（3#Mʗ3#*，3CMなͲ）は，こ
のαイクル内のπールである。ٺ設備なͲのߋ৽
計画も，保શ計画の一である。また「保શ༧ࢉ」は，
保શ計画と্位の保શઓུのݯࢿ配とのブϦッジ
となる
・保શ実行ɿ保શ計画を受けて，保શを実行するさま
͟まなαイクルをいう。定ظ的な検ࠪ・修理，日ৗ
点検・保શ，վળվྑ，ނোݮ，มߋ管理，MP
設計なͲのαイクルである。また，各々のαイクル
はͦれ自体の P%C" αイクルを࣋つ。たとえ，

定ظ的な検 ・ࠪ修理のྫとして「ղ点検・整備（オー
バーϗール）」があるが，オーバーϗールを行う計
画があΓ，実ࡍの作業（保શ作業）があΓ，݁Ռの
検ऩධՁがあΓ，࣍回生かしていく。
・αブαイクルɿେきなαイクルは小さな各αイクル
でできあがっている。たとえ保શ実行の各αイク
ルも，ͦれͧれの P%C" αイクルを࣋っている。
日ৗ点検のαイクルなら，実施計画（P）K 実施（%）
ᴷνェック・ධՁ（C）ᴷ点検見直しまたはଞαイ
クルө（"）（たとえ，ҟৗがΈつかったから
αイクル連動するなͲ）といったྲྀれとݮোނ
なΓ，୯にʠϫークオーダーʡの作業スέジϡール
があれいいものではない

4．論理的な保全ナレッジ

（1）実力は「機器別管理基準」に表れる
MOSMSの基本的な考え方は以下のようにまとめら
れる。
ᶃ保શの࠷ऴ目的は，ステークϗルダー（利関者）

ਤᴷ �　ʮอશܦӦʯΛ͑ࢧΔγεςϜʢܭըอશʣ
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利ӹの࠷େ化
ᶄ経営と保શが同じඨに立ͪ「保શάϥンドデザイ
ン」をඳく
ᶅ「計画主ಋ」で保શが実行
ᶆ経営の P%C"αイクルと保શの P%C"αイクルを
連動さͤる
ᶇݸ々のطଘ技術をݯࢿとして活用し，「ͦれらݯࢿ
の多様性，ม化・進าを，構をมえͣにऔΓࠐΉ」
したがって，経営に及΅す設備保શ্のロス・Ϧス
クをѲし，༗ޮなࡦݮをとることが保શの目標と
なΓ，成し͛るには，保શの「Έ」がつくられ
なくてはいけない。
MOSMS では，経営の P%C"管理αイクルと保શ
の P%C"を連動さͤ，ઓུ的に保શのάϥンドデザ
インをඳくことを主؟としている。これを「保શઓུ」
としてࣔし，「保શઓུ」に従って具体的な「保શ計画」
をࡦ定し，「保શ実行」「保શධՁ」を行う。
管理αイクルの P，%，C，"の各要ૉは，おのお
のがαブαイクルを࣋つ。すなわͪ，Pは Pとしての
αブαイクル P%C"をͪ࣋，%は %としてのαブα
イクル P%C"を࣋っている。
「保શઓུ」から࢝まる企業શ体の࠷ద化をಋくେ
きなྲྀれと，管理αイクル P，%，C，"の各要ૉが
ͦれらのαブαイクルにおける計画（P）によってಋ
かれるݸ々のྲྀれという，連動する 2つのྲྀれがある。
MOSMSにおける「計画主ಋの保શ」とは，この 2つ
のྲྀれによって，ઓུ的な保શのάϥンドデザインが
ඳかれることを意ຯしている。
「保શ計画」のྲྀれは，図─ 8のとおΓであるが，
保શ計画作成における「機器ผ管理基準」に保શの実
力がදれてしまうのͩ。
図─ 9，10は，「機器ผ管理基準」の様ࣜྫである。

「様ࣜᴷ 1」は，対象機器の保શが部位͝とにͲのよ
うにしていくかをࣔす。すなわͪ，部位の重要度，保
શ方ࣜおよびͦの内容とपظがهされる。「様ࣜᴷ
2」は，なͥͦのように保શ方ࣜを選したか，技術
的なࠜڌがهされる。
では，Ͳうしてここに保શの実力がදれてしまうの
かʁ　もっともわかΓやすい部として，「保શपظ」
があ͛られる。部位͝との保શपظのܾ定は，
'M&C"や 3#* なͲの技術によってあるఔ度の支援
はできるのͩが，࠷ऴ的に「ਓがஅする（ͤ͟るを
ಘない）もの」という実情がある。すなわͪ，ʠわかっ
ているਓʡでなけれஅできないのͩ。
いったΜ定められた「機器ผ管理基準」は，ͦのޙ
Ͳうなっていくのかʁ

「保શ実行」のஈ֊で，たとえվળによって部位
の保શपظがมߋされたとする。これを受けて，管理
基準「様ࣜᴷ 1」「様ࣜᴷ 2」ともॻきえられること
になる。
もし，基準がมわらなかったら，શ体としての実力
はͪっとも্がらなくなってしまう。վળによるスύ
イϥルアッϓとは，基準のվળがあってはじめて成し
͛られるといえる。

ਤᴷ �　ʮอશܭը࡞ʯͷྲྀΕ

ਤᴷ �　ʮ機ثผཧج४ʯͷྫɿʮ༷ࣜᴷ �ʯ
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（2）ナレッジサイクルが保全の命である
ͻとこΖ，技術・技のঝͩけでなく，৽規
開発力の向্なͲの՝をؚめて「ナレッジ・マω
ジメント（知識経営）」というフレーζがྲྀ行した。
これ以߱，ݸਓにൿめられた「҉知」を৫・άルー
ϓで活用できる「形ࣜ知」にஔきえていく必要性が，
技術・技のঝなͲにおいて必ͣݴ及されるよ
うになった。
また，*T・システϜでも「知の連」がブー
Ϝになったظ࣌があった。「҉知」の形ࣜ化をٻめて，
スキル保࣋者の作業を動画ੳなͲによってղੳする
ख๏なͲも利用されるようになった。
しかし，こと保શ業務において，これこͦ༗ޮな「知
の連」であるとݴいれるものがあったͩΖうか。
に「機器ผ管理基準」に保શの実力がදれてしه্
まうことをड़た。また，「保શ実行」の݁Ռを受けて，
管理基準「様ࣜᴷ 1」「様ࣜᴷ 2」（図─ 9，10を࠶度
参রされたい）がॻきえられ，վળによるスύイϥ
ルアッϓがਤられることをड़た。
このաఔに，ނোݮのαイクルと，これらを支え
る保શ情報管理システϜがあることはݴうまでもな
い。
োデータをؚΉ「保શ実行」のナレッジが，標準ނ
的なフΥーϜによって形ࣜ化され（保શデータ・ཤྺ），
ظでは「保શ計画」にこれがөされ，中長ظでは
「保શઓུ」にөされる。この一連のྲྀれが，「保શ
のナレッジαイクル」である（図─ 11）。

すなわͪ，MOSMSにおけるாථྨはޓいに༗機的
な連を࣋っておΓ，現場およびݸਓの「҉知」を
「形ࣜ知」にஔきえながら，「保શのナレッジαイク
ル」を形ͮくる「Έ」なのである。
部位͝との保શपظのܾ定はʠわかっているਓʡで
なけれஅできないᴷᴷMOSMSの実ફこͦがʠわ
かっているਓʡを生Έ出すと考えている。

5．  社会インフラへの「保全経営」コンセプ
ト適用

当会では，2�13 年にh ਟな社会インフϥのあΓ方ʱڧ
という小ࢠを発刊した。これは，日本協会άルー
ϓとして「保શ経営」のコンセϓトを社会インフϥ管
理のあΓ方にద用するఏҊͩ。あまΓにଓく社会イン
フϥ系のをղܾするために，άルーϓとしてԿと
かに立ͪたいと考えたためである。
従来，社会インフϥのҡ࣋保શを考えるࡍには，ಓ
࿏，Տఅ，ਫಓ施設なͲ管理する施設୯位͝とに
ͦれͧれ所管する行の部等がͲうすれよいかを
考えてきた。しかし，ࢢ民の҆શ・҆心をまもるڧਟ
な社会インフϥを考えるには，ͦれͧれの施設のҡ࣋
保શというࢹ点ͩけではなく，社会インフϥを௨して
ͲのようなαーϏスがࢢ民生活に対して生成されるの
かというʠ機ʡにண目して考える必要がある。また，
点からは，広域的な地域の҆શ・҆心のࢹ機管理のة
ために，地域શ体の社会システϜが݈શに機し，ͦ
れらが༗機的につながって，あたかも生体システϜの
ようにڥม化ॊೈかつਝに対Ԡできている必要
がある。
しかし，産業քにおける企業๏ਓやͦれらが所༗す
る工場なͲの施設では，ࢿ産や設備に対して「自の
もの」という，いわΏるʠオーナーシッϓʡの意識を
ൺֱ的ͪ࣋やすいঢ়گにあるが，社会インフϥはࠃや
地方自治体等がࢢ民からෛୗされた管理の主体者と

ਤᴷ ��　ʮ機ثผཧج४ʯͷྫɿʮ༷ࣜᴷ �ʯ ਤᴷ ��　อશͷφϨοδαΠΫϧ
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ਤᴷ ��　ࣾձΠϯϑϥอશͷαΠΫϧ࿈ಈ

なっておΓ，ͦれらが「自のもの」というよΓはΉ
しΖ，社会શ般が所༗しているʠ社会のものʡという
意識がڧくʠオーナーシッϓʡとしての自֮をͪ࣋に
くいڥにあると考えられる。たとえ，一本につな
がったಓ࿏一つをとっても，ͦの管理は，ࠃや
ಓ県，ࢢொଜ等に۠されて重管理構となって
いる。ʠオーナーシッϓʡを୭が࣋つきかを明確にし，
施設情報の共༗はもとよΓ，ඇৗ࣌のあΓ方について
平ৗ࣌から論じておく必要がある。
すなわͪ，一定の広さを࣋つΤϦアにおける社会シ
ステϜの「શ体࠷ద」というࢹ点で，社会インフϥの
機を考えることが重要になる。たとえ，ಓ県
なͲの広域自治体の長や地方整備局等が，ࢢொଜが管
理する施設もؚめ，「系」としての施設管理の主体者
となることが考えられる。管理のࢹ点からは，ి
力であれి力会社やి力事業者がまさにʠオーナー
シッϓʡを発شしているし，ਫಓ事業も地方自治体等
が一つの事業体として管している。しかし，あるΤ
Ϧアにおけるࢢ民生活の҆શ・҆心を生Έ出す社会イ
ンフϥ「系」というࢹ点に立て，ಓ࿏は，社会シス
テϜを構成する一つの「部（または部位）」であΓ，
このことはి力やਫಓでも同様である。ここで，「系」
とは，社会インフϥを௨して生成されるαーϏス（機
）でׅった୯位とする。「運ൖ・Ҡ動」「ਫ・Τωル
Ϊーڅڙ」「情報ྲྀ௨」「ҩྍ対Ԡ」なͲの機「系」
が考えられる。
社会インフϥのݸ々の施設を管理するというࢹ点ͩ
けではなく，さま͟まなڥม化に対Ԡして「系」と
しての機を発شしଓけられるΈとなっているか
Ͳうかが，ͦのΤϦアの社会システϜが݈શな管理α
イクルとなっているかͲうかのϙイントといえる。
社会システϜの管理αイクルは，さま͟まなେ小の
管理αイクルがΈ合わさってできている（図─
12）。社会システϜશ体の管理αイクルを「レϕル 1」
とすると，ͦれらを構成するαイクルはॱ࣍「レϕル
2」「レϕル 3」「レϕル �」と小さくなっていく。
レϕル 1　社会システϜશ体の管理αイクル
レϕル 2　��（レϕル 1を構成する）社会インフϥ「系」

のαイクル
レϕル 3　��（レϕル 2を構成する）社会インフϥの各施

設（ڮྊ，ಓ࿏，下ਫಓなͲ）のαイクル
レϕル �　��（工事や検ࠪなͲの）֎注委ୗઌのαイクル
たとえ，ある県にଘ在するಓ࿏の管理には，ࠃや
県，ࢢொଜなͲ多くの管理の主体がଘ在する。ͦれら
施設の管理の主体͝との管理αイクルがଘ在してお
Γ，レϕル 2以্の管理αイクルと連動していないと，

なͲにαイクルがஅされてしまう可性が高࣌ࡂ
まる。社会インフϥを構成する �ஈ֊の管理αイクル
がݸผに機することはもͪΖΜ，ͦれͧれが連動し
ていることこͦが重要である。
また，社会システϜおよび構成する各「系」に対し
て，Ͳのようなݯࢿ配がなされているか，また配

ਤᴷ ��　ࣾձγεςϜͷʮอશܦӦʯͱ4433ͷࢹ
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したらよいか，1つの「経営体」としてΈる必要がある。
すなわͪ，社会インフϥの各「系」に対する，ݯࢿ配
の総合的な݁Ռが「શ体࠷ద」であるようにશ体を
設計し，ࣥ行管理していくことになる。これが社会シ
ステϜの「保શ経営」である。しかし，これにはେ
でෳ合的な管理すき項目があΓ，現実的なレϕルで
管理項目を࣋たない限Γはʠおʡでऴわってしまう
ාれがある。
ͦこで，「社会システϜશ体の保શ経営」の実現に
向けたϙイントとなる事項について，管理可なൣғ
で؆ૉ化して考える必要があΓ，࣍の �つのࢹ点をఏ
Ҋしている（図─ 13）。
ʪ平ৗ࣌のࢹ点ɿ2つの「S」ʫ
ᶃ Sɿ࣋ଓ性（αステΟナブル）ɿ
社会インフϥの構やࡐ質的なࢹ点からのٱ性，
構ঢ়ଶの確認容қ性，検ࠪ・ิ修・工事等の作業
容қ性，҆શ性，ૣظにҟৗを発見するΈなͲ
ᶄ Sɿݡ明性（スマート）ɿ
配や社会システϜの機が生Έ出すαーϏスݯࢿ
のϥイフαイクルにおけるඅ用対ޮՌ，コストॖޮݮ
ՌなͲ

ʪඇৗ࣌のࢹ点ɿ2つの「3」ʫ
ᶅ 3ɿ多重性（Ϧダンダント）ɿ
ผ༌ૹルートの確保なͲࡂでシステϜ機がࣦわ
れたときのସえ機，社会的Ϧスクが高い社会イン
フϥの࣋ଓ性として୲保すき対象なͲ
ᶆ3ɿ෮ݩ性（レジϦΤント）ɿ
性چ部ௐୡやいわΏるαϓϥイνェーンの෮ٸۓ
なͲޙࡂのૣظ෮چ力なͲ（ϥイフϥインではと
くに重要）

本ߘではࣈ数もつきた。MOSMSに関して，当会で
はMOSMSઐ用の8FC（IUUQ���XXX�NPTNT�KQ�）等
で情報ఏڙをしている。͝参রئえれਙである。
�
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